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はじめに

　九州大学は20U年4月に大学院統合新領

域に新しい専攻である「ライブラリーサイエ

ンス専攻」（修士課程、10名〉を立ち上げた。

同専攻の構想や基本的な考え方に関してはす

でに報告が行われているD。「九州大学大学

院「ライブラリーサイエンス専攻」の構想と

意義」（『情報管理』、54巻2号）では、文部

科学省に提出した設置申請書に基づき、懇切

丁寧に説明されている。また「大学図書館職

員の育成・確保に向けた新たな取り組みj（『図

書館雑誌』106巻11号）では、2007年6月

に当時附属図書館長であった有川節夫の「図

書館・図書館職員を向上させ、一ランク上に

位置づけ、世界標準のトップレベルにするに

は何をすべきか」が記されている。この二つ

の論考でほぼ九州大学の「ライブラリーサイ

エンス専攻」の概要はつかむことができる。

本稿では重複をできるだけ避け、筆者ら二人

の記録管理学やア・…一カイブ学、大学文書館の

在り方との関係に重点を置き、どのような考

え方を持ち、常に軌道修正しながら構想を

練っていたのかを自由に記述したいと思う。

文部科学省に提出した設置申請書の準備や立

ち上げに用意したもので、実際には検討材料

で終わったものもあるが、筆者らの試行錯誤

や何をどのように考えていたのか（特に記録

管理やアーカイブ）が伝わればと考える次第

である。

1、一一な理想を求めて

　筆者らの一人である三輪は、図書館情報学

の第一人者として慶応大学で長年教壇に立た

れ、また国立公文書館館長として記録管理に

造詣が深い高山正也館長に、九州大学が統合

新領域学府の申に新たな専攻（記録管理学や

アーカイブ学に関連する専攻）を立ち上げる

上で何が大切であるのか様々な角度からお話

をいただいた。高山館長への聞き取りで筆者

が印象に残ったのは「官民ともに、現用と非

現用の文書を一貫的に管理するというが、そ

の理念がないし、組織のガバナンスと文書記

録の関係づけが弱い。そこで、そのような教

育をする学部や大学院は必要である。現用文

書の管理をしっかり行ってから非現用文書を

アーカイブへ移管するという考え方が大切で

ある。」と明言されたことであった。このこ

とは今回明らかになった政府の：震災対策会議

の議事録不在問題でも図らずも立証された。

「大学院である以上学問分野として今後確立

していくのかどうかということは大切なこ

と」であると、激励をいただいた。「ライブ

ラリーサイエンス、アーーカイブが『学問』か

どうかという点に関しては、すでに国際的な

学会誌もあり、研究報告の場がある。ICA

という国際交流の場もある。ここではアーカ

イブ教育とアーカイブ研究のそれぞれの部会

がある。実証的な分野であり、興re　sαe丑ce

ではないが、応用科学としての学問分野であ
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九州大学大学院「ライブラリー

サイコニンス専攻Jについて
ぶ記録管纏・ア}カイブに

大いなる夢を託して一

九州大学は20日年4月に大学院統合新領

域に新しい専攻である「ライブラリーサイエ

ンス専攻J(修士課程、 10名)を立ち上げた。
同専攻の構想、や恭本的な考え方に関してはす

でに報告が符われている九「九州大学大学

民「ライブラリーサイエンス専攻jの構想、と

意義J(子諸報管理j、54巻2号〉では、文部
務学省に提出した設震申請書に基づき、懇切

了寧に説明されている。また「大学図書館職

員の育成・確保に向けた新たな取り組みJ(f図

書館雑誌J106巻11号)では、 2007年6月
に当時附属図書館長であった有川節夫の「図

書館・図書館職員を向上させ、ーランク上に

位置づけ、世界標準のトップレベルにするに

は何をすべきかJが記されているO この二つ
の論考でほぼ九州大学の「ライブラリーサイ

エンス専攻Jの概擦はつかむことができる。
本稿では重複をできるだけ避け、筆者ら二人

の記録管理学やア…カイブ学、大学文書館の

在り方との関係に議点を置き、どのような考

え方を持ち、常に軌道修正しながら構想、を

練っていたのかを自由に記述したいと患う G

文部科学省に提出した設置申請書の準構や立

ち上げに用意したもので、実捺tこは検討材耗

で、襲わったものもあるが、筆者らの試行錯誤

や何をどのように考えていたのか(特に記録

管理やアーカイブ)が伝わればと考える次第

である。

1.高逼な理想を求めて

筆者らの一人である三輪は、図書館情報学

の第一人者として慶応大学で長年教壇に立た

れ、また国立公文書館館長として記鋸管理に

造詣が深い高山正也館長に、九州大学が統合

新領域学府の中に新たな専攻(記録管理学や

アーカイブ学に関連する専攻)を立ち上げる

上で何が大切であるのか様々な角度からお話

をいただいた。高山館長への滞き取りで筆者

が印象に残ったのは f官民ともに、現用と非

現用の文書を一貫的に管壊するというが、そ

の理念がないし、組織のガパナンスと文書記

録の関捺づけが弱い。そこで、そのような教

育をする学部や大学院は必要である。現用文

書の管理をしっかり行ってから非現用文書を

アーカイブへ移管するという考え方が大切で

ある。jと明言されたことであった。このこ

とは今回明らかになった政府の震災対策会議

の議事録不在問題でも関らずも立証された。

「大学院である以上学問分野として今後確立

していくのかどうかということは大切なこ

と」であると、激励をいただいた。「ライブ

ラリーサイエンス、アーカイブが『学問jか

どうかという点に関しでは、すでに国際的な

学会誌もあり、研究報告の場がある。 ICA

という国捺交流の場もある。ここではアーカ

イブ教育とアーカイブ碗究のそれぞれの蔀会

がある。実証的な分野であち、 purescience 

ではないが、応用科学としての学問分野であ
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る。」と、大学院に薪しい専攻として図書館

情報学と記録管理学・アーカイブ学の両方（プ

ラス接着剤の情報IT）をバックボーンとす

る九州大学のライブラリt一サイエンス専攻の

立ち上げに賛同いただいたのは心強かった

2）。ただ「ライブラリーサイエンス」という

名称については再考の余地があるのではない

かというご指摘もいただいた3）。

　また、r九州大学は、筑波大学や慶応大学

と競合するという点は心配する必要がない。

筑波と慶応は公共図書館をターゲットにして

おり、専門図書館をターゲットにしている九

州大学の新学府構想とは異なっている。九州

大学では現用文書と非現用文書の一貫的な管

理というものを打ち出そうとしている。」と

述べられ、「現用文書の管理からアーカイブ

へという文書のライフサイクル管理というつ

ながりを視野に入れたカリキュラムを考えて

いる。」点を高く評価していただいた。

　新しい専攻である以上、大学院生の出ロは

確保できるのか、需要はあるのか、今後日本

で普及する可能性はあるのかという点に関す

る見通しも疑しい専攻にとってはとても重要

な課題であった。就職先に関してはこの分野

で開拓者であるN本レ2・・一ドマネジメント㈱

から様々な情報を提供いただき、電力業界と

医薬品業界などデータの管理が不可欠な業界

を中心に修士課程卒業生の需要もあることが

理解できた。日本レ　i・一　F’マネジメント会社

では、全体を指揮・統括できるレコードマネ

ジャーの養成が急務であり、リーダーシップ

を兼ね備えた記録管理の専門家が日本の社会

で今後必要な人材とされていることを懇切丁

寧に語っていただいた。

　次の文章は筆者らの一人が作成した「記録

管理学滋一スの理念（案）」（三輪宗弘、学内

用のたたき台素案）である。手前味噌である

が、掲載したい。読者賢者にはお読みいただ

けばわかるが、学習院大学アーカイブズ専攻

の格調高い文章r民主主義云々」も借用して

取り入れさせていただいた4＞。

　「なぜ「記録管理」学が大切なのでしょうか。

なぜアーカイブ学が必要なのでしょうか。

　日本の国立公文書館と比較すると、米国国

立公文書館や英国国立公文書館の政府関係文

書の質と量の充実ぶりには驚嘆しY学ばなけ

ればならないと痛感します。そこで活躍する

レコードマネジャーやア・m一．キビストにも感心

させられます。一・一enを挙げましょう。安全保

障関係の資料が3◎年回には公開されますが

（非公開のものもあります〉、これはシビリア

ン・コントロール（文民統髄）に必要不可欠

のものです。国家の安全保障の見地から、国

家の機密は厳格に管理され守秘されなければ

なりませんが、本当にそれが機密に値した文

書なのかどうか、また国民の知る権利を担保

するためにも、30年後には機密文書を解除

し、自ら公開する責任と義務が政府にはある

のです。政府文書の保存と公開のルーptルが

あり、はじめて民主主義が機能していると言

えるのです。見方を転じると、これは侮を守

秘する必要があるかということを掘握できて

いるかどうかということにもつながってきま

す。記録管理学（レコードマネジメント）と

アーカイブ学が車の両輪にならなければなら

ない所以でしょう。

　これは何も国家機密だけに限った話ではあ

りません。多くの政策決定は後H政策決定の

過程が明らかになることで、当事者（治跡、

地方公共団体、企業など〉がどのように政策

を決定したのか跡付けることができるので

す。様々なレベルで意思決定の過程が明らか

になり、今後の政策決定への情報の宝庫とな

りうるのです。公開された記録（知の財産〉

から学者が研究を行い、さらに研究成果を踏

まえ行政や企業などの組織の意思決定に反映

させることができるのです。

　この大切な記録資料の管理や公開のあり方

がわが国では漠然と認識されているにすぎま

せん。明治以降、我が国は西洋の優れた制度

を学び、咀噛し、吸収し、近代化しましたが、

記録管理学・アーカイブ制度導入の動きは最

近はじまったばかりです。残念ながら、劇度

アーカイブズ・ネットワ}ク ー北から南から 79

る。Jと、大学践に新しい専攻として図書鐘
構報学と記銭管理学・ア…カイブ学の需方〈プ

ラス接着離のf警報1T)をパックボーンとす

る九州大学のライブラリ…サイエンス専攻の

ち上げに賛同いただいたのは心強かった

別。ただ「ライブラリーサイエンスjという

名称については再考の余地があるのではない

かというご指摘もいただいた3}G

また、「九州大学は、筑波大学や憂志大学

と競合するという点は心配する必要がない。

筑波と慶応は公共臨書館をターゲットにして

おり、専門図書館をターゲットにしている九

州大学の新学府構想、とは興なっている。九州

大学では現用文書と非現用文審の一貫的な管

理というものを打ち出そうとしている。Jと
述べられ、「現用文書の管理からアーカイブ

へという文書のライフサイクル管理というつ

ながりを視野に入れたカリキュラムを考えて

いる。j点を高く評錯していただいた。

新しい専攻である以上、大学院生の出口誌

確保できるのか、欝饗はあるのか、今後日本

で普及する可能性はあるのかという点に関す

る見通しも新しい専攻にとってはとても重要

な課題であった。就職先に関してはこの分野

で開拓者である呂本レゴ…ドマネジメント鰯

から様々な靖報を提供いただき、電力業界と

援薬品業界などデ…タの管理が不可欠な業界

を中心に捗士課経卒業生の欝要もあることが

理解できた。日本レコ…ドマネジメント会社

では、全体を指揮・統括できるレコードマネ

ジャーの養成が急務であり、リーダーシップ

を兼ね備えた記録管職の専門家が日本の社会

で今後必要な人材とされていることを懇切丁

寧に語っていただいた。

次の文章は筆者らの一人が作成した f記録

管理学コースの理念〈案)J(三輪宗弘、学内

用のたたき台素案〉である。手議味噌である

が、掲載したい。読者賢者にはお読みいただ

けばわかるが、学習院大学アーカイブズ専攻

の格調高い文章「民主主義武々jも惜用して

取り入れさせていただいた4)。

fなぜ、f雲母録管理j学が大切なのでしょうか。

なぜア…カイブ学が必要なのでしょうか。

日本の部立公文書麓と比較すると、米盟国

立公文書館や英国国立公文書舘の政措関係文

書の質と最の充実ぶりには驚嘆し、学ばなけ

ればならないと痛感します。そこで活躍する

レコードマネジャーやアーキピストにも感心

させられます。一割を挙げましょう O 安全保

葎関係の資料が30年後には公開されますが

(非公開のものもあちます〉、これはシゼリア

ン・コントロール(文民統総)に必要不可欠

のものです。国家の安全保障の見地から、国

家の機構は厳格に管理され守秘きれなければ

なりませんが、本当にそれが機密に{践した文

書なのかどうか、また国民の知る権利を担保

するためにも、 30年後には機密文替を解除

し、自ら公開する責任と義務が政府にはある

のです。政府文書の保存と公開の1レールが

あ号、はじめて民主主義が機能していると言

えるのです。見方を転じると、これは何を守

惑する必要があるかということを把握できて

いるかどうかということにもつながってきま

す。記録管理学(レコードマネジメント)と

アーカイブ学が車の両輪にならなければなら

ない所以でしょう O

これは部も摺家機密だけに誤った話ではあ

ちません。多くの政策決定は後日政策決定の

過程が鳴らかになることで、当事者(政府、

地方公共間体、企業など)がどのように政策

を決定したのか跡付けることができるので

す。様々なレベルで意思決定の過粧が明らか

になり、今後の政策決定への情報の宏膳とな

りうるのです。公開された記録(知の財産)

から学者が研究を行い、さらに研究成果を踏

まえ行政や企業などの組織の意思決定に反映

させることができるのです。

この大切な記録姿科の管理や公掲のあり方

がわが国では漠然と認識されているにすぎま

せん。明治以降、我が国は西洋の優れた制度

を学び、臨鳴し、吸収し、近代化しましたが、

記録管理学・アーカイブ制度導入の動きは最

近はじまったばかりです。残念ながら、制度
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として根付いていません。

　H本の場合、海外から学問や制度を導入し

たために、書籍や論文などに関しては、世界

の図書館と遜色はありません。国立国会図書

館と米国議会図書館と比べて、日本のシステ

ムのほうがすぐれていると思う点が多々あり

ます。しかし欧米の国立公文書館と日本の国

立公文書館と比較すると、あまりの格差にわ

が国はこれでいいのだろうかと思わざるをえ

ません。政策決定にかかわる様々な膨大な記

録資料の中から資料を取捨選択し、公開する

という制度基盤がまったく形成されていない

のです。

　九州大学は一人一人が民主主義を支えると

いう使命感を持ち、統合新領域ライブラリー

サイエンス学科の中に記録管理学コース（付

記：rr・・一スでなくて、記録管理学に力点を置

いたカリキュラムに変更）を設置しました。

資料を整理して、公開するという地道な小さ

な日々の努力の積重ねがあってはじめて、国

民一人一人が参加することができる民主主義

は成り立つのです。組織の活動は記録管理が

適切になされ、説明責任をはたすことができ

るのです。高適な理想と使命感を抱き、一緒

に学ぼうではありませんか。」

　以上、三輪は国英の国立公文書館を訪問す

る度に感心するのは、情報の公開が民主主義

の礎として確立しているということである。

一方わが国の現状を鑑みるに、はるかかなた

の後進国である。少しでも格差・落差を埋め

たいという思いが凝縮している文面である。

2．白馬の騎士としての「ライブラリーサイ

　　エンス専攻」

　さて、「ライブラリーサイエンス専攻」構

想とは別に九州大学ではキャリア支援セン

ターのポストドクターおよびドクター課程の

院生支援の一環として、日本レコードマネジ

メント㈱と協力して九州大学記録資料館の収

集した資料を使って資料の整理を行い、欝録

を作成する演習を行ったが、大学院で高度な

専門を学んだ学生にサブジェクトライブラリ

アン・アーキビストとして何らかの形で学問

との接点を持ってもらいたい、またそのよう

な就職につながる実習の場を提供し、新天地

の開拓に一役買うという狙いがあった。実際

博士課程に進学しても、アカデミックポスト

は限られており、オーバードクターが滞留し、

それどころか半数近くが進路先不明になって

いる現状がある。このような高学歴流民・難

民・高学歴フリーターの新たな活躍の場とし

てのサブジェクトライブラリアンの専門図書

館やレコードマネジャー、アーキビストの文

書館、大学図書館を就職先と考え、大学院で

学んだことを生かし、活躍してほしいといい

う願いがあった。このような九州大学のキャ

リア支援の延長線上に「ライブラリーサイエ

ンス専攻」があるのも事実である。先の高山

正也館長と三輪の出会いはこの支援が契機と

なり、また日本レコードマネジメントとの遽

遁の場であったことも付言しておきたい。

　このキャリア支援の観点は有川籔夫・渡邊

由紀子「大学図書館職員の育成・確保に向け

た新たな取り組み」の中でも強調されている

が、大学院で学んだ院生の就職先として、高

度な知識を生かせるサブジェクトライブラリ

アンが大学図書館で活躍することが記述され

ている。九州大学有川総長自らリーダーシッ

プの下で、キャリア支援に取り組んでいる。

rライブラリb・・m一一サイエンス専攻」はこのミッ

ションを抜きにしては存在しない。

おわりに代えて

　一組織の活性化と資料の廃棄の重要性一

　筆者らは、現状と日本の課題を見極めて、

H本でアーキビスト・記録管理が普及するた

めにどうずればいいのかという点を考える

と、様々な専門を学んだ大学院の修士・博士

課程を出た院生に、専門的な研究者ではなく、

研究をサポートする新たな活躍の場を提供

し、促進するような就職先を目指すべきであ

る、と考えた。リターンマッチとしてのアー

キビスト、レ1一ドマネジャーがあってもよ
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として根付いていませんG

日本の場合、海外から学問や弱震を導入し

たために、書籍や論文などに関しては、世界
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出紀子 f大学問書館職員の育成・確保に向け

た新たな取り組み」の中でも強調されている

が、大学院で学んだ院生の就職先として、高

度な知識を生かせるサブジェクトライブラワ

アンが大学図番館で活躍することが記述され

ている。九州大学有川総長自らリーダーシッ

プの下で、キャリア支援に取ち組んでいる。

「ライブラリーサイエンス専攻」はこのミッ

ションを抜きにしては存在しない。

おわりに代えて

一組織の活性化と資料の廃棄の重要性一

筆者らは、現状と日本の課題を見様めて、

日本でアーキピスト・記録管理が普及するた

めにどうすればいいのかという点を考える

と、様々な専門を学んだ大学院の修士・博士

課程を出た践生に、専門的な研究者ではなく、

研究をサボ}トする新たな活躍の場を提供

し、促進するような就職先を目指すべきであ

る、と考えた。リターンマッチとしてのアー

キピスト、レこ1-ドマネジャー治宝あってもよ
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いと考えた。博士課程進学者の半分以上が行

方不明というのはどう考えてもおかしい。記

録管理のレコードマネジャーやアーキビスト

は「白馬の騎士」ではないかと。

　アーカイブだけでは就職に不利という認識

が出ていた。レコードマネジメントを取り込

んで就職対策を強化すべきという方向に舵を

切りつつあると感じた。九州大学では理学府、

工学府の「情報ITjを専攻する教員に参加

していただけるメリットは大きく、この点は

積極的にカリキュラムに生かすべきだろう。

この情報ITはサブジェクトライブラリアン

とレコードマネジャーの垣根を低くして、両

者の一体的な教育にはなくてはならないもの

だと考えた。

　オーストラリアではレコードマネジャーと

アーキビストの垣根をなくしたレコードキー

パーという考え方を取り入れ、実践している。

これも非常に参考になった考え方である。

筆者らが欧米と日本の組織の違いでいま取り

組まなければならない課題だと考えているの

は、「日本の組織では3年ほどでローテーシva

ンしていく制度が幅広く定着しており、その

中で専門職をどのように確立していくのか」

という問題である。配置転換の申で専門をど

のように継続させていくのか、点本の組織に

受け入れられるやり方を模索し、調和させて

いかなければならないと考えている。「専門

でいくのもよ：い」し、「専門と管理職を兼ね

備えることもよい」とするのが、日本のやり

方にあっているのだろう5）。日本の現状を踏

まえ、漸進的な改革を進めていくべきであろ

う。

　筆者らは「記録の受入と廃棄」が日本では

知識・経験が極めて少なく、課題が多いと予

想し、三輪が担当する「ライブラリーサイエ

ンス英語」の授業で米国国立公文書館の「評

価と廃棄のガイダンス」をテキストに使い、

この点は徹底的に鍛えたいと考えた。またこ

の問題に米国国立公文書館や：FBI、ロッ

キードマーチン社で長年にわた。て記録管理

に携わったマイケル・ミラー博士から「組織

の活性化」を常に意識してすすめないと、記

録管理とは金食い虫であるというマイナスの

イメージでしかとらえてもらえず、組織の中

で受け入れてもらえなくなると指摘された

が、これも非常に参考なった。「組織の活性

化にどのように役立つのか」は「インターン

シップの目標と狙い」の中で明記した。レコー

ドマネジャーやアーキビストを目指す大学院

生には「組織の活性化」とレコードマネジメ

ントやアーキビストの在り方という観点から

インターンシップを活用すべきであると考え

た。

　以上、九州大学の「ライブラリーサイエン

ス専攻」の今後に夢を託し、筆を欄きたい。
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　館には立派なManuscriptがある。日本の大学も

　Manuscript部門を持つべきである。

4）学習院大学アーカイブズ専攻のホームページに

　書かれた「専攻の目的」の格調高い文面をぜひ読

　まれたい。

　httpV／www．gakushuiR．ac．jp／univ／g－hum／arch／

　e2senkowhtml

（5）シカゴ大学司書の奥泉氏によれば、f米国のサ

　ブジェクトライブラリアンは課長や部長という大

　学の組織の中での患琶ルートがないので、專門職

　で技を磨く」傾向があるとのことであった。アメ

　リカは図書館情報学や記録管理の先進国である

　が、その制度を優れているからすぐに取り入れる

　というのは、H：本に根付かないだろう。

（九州大学記録資料舘長・三輪宗弘　九州大

学大学文書館大学資料室長・折田悦郎〕
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